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(57)【要約】
映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーシ
ョンのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージ挿入の
方法及び装置が提供される。順序づけされたシーケンス
でフィルムグレインをシミュレーションする方法は、複
数のイントラ符号化ピクチャに対応するフィルムグレイ
ン補足情報を供給するステップと、デコード順に、連続
したイントラ符号化ピクチャの間のインター符号化ピク
チャに対応する付加的なフィルムグレイン補足情報を供
給するステップとを有する。インター符号化ピクチャは
、表示順序に基づいて選択される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　順序づけされたシーケンスでフィルムグレインをシミュレーションする方法であって、
　複数のイントラ符号化ピクチャに対応するフィルムグレイン補足情報を供給するステッ
プと、
　デコード順に、連続したイントラ符号化ピクチャの間のインター符号化ピクチャに対応
する付加的なフィルムグレイン補足情報を供給するステップとを有し、
　前記インター符号化ピクチャは、表示順序に基づいて選択される方法。
【請求項２】
　前記インター符号化ピクチャの表示順序は、ピクチャ・オーダー・カウント（ＰＯＣ）
値に基づいて決定される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＯＣ値は、最小ＰＯＣ値である、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記フィルムグレイン補足情報及び前記付加的なフィルムグレイン補足情報は、フィル
ムグレイン補足拡張情報（ＳＥＩ）メッセージに含まれる、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセージのみが、最小ＰＯＣ
値を有する特定のインター符号化ピクチャに対応する、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記特定のインター符号化ピクチャに対応する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージ
の唯一のＳＥＩメッセージのみが、デコード順に前記特定のインター符号化ピクチャに先
行するイントラ符号化ピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと同一である、請求
項５記載の方法。
【請求項７】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、ビットアキュレートである、請求項１記
載の方法。
【請求項８】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、使用される再生モードに関係なくビット
アキュレートである、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記使用される再生モードは通常モードである、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記使用される再生モードはトリックモードである、請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記順序づけされたシーケンスは前記表示順序である、請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　再生モードに関係なく一貫性のあるフィルムグレインシミュレーションを提供するよう
表示順にフィルムグレインをシミュレーションするビットアキュレート方法であって、
　Ｉ、Ｐ及びＢピクチャに先行してフィルムグレインＳＥＩメッセージを送信するステッ
プを有し、
　唯一のフィルムグレインＳＥＩメッセージのみが、前記Ｉ、Ｐ及びＢピクチャの特定の
１つに先行し、
　Ｂピクチャに先行する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセー
ジのみが、デコード順に前記Ｂピクチャに先行するＩピクチャ又はＰピクチャのフィルム
グレインＳＥＩメッセージと同一である、方法。
【請求項１３】
　順序づけされたシーケンスでフィルムグレインをシミュレーションする装置であって、
　複数のイントラ符号化ピクチャに対応するフィルムグレイン補足情報を供給し、更に、
デコード順に、連続したイントラ符号化ピクチャの間のインター符号化ピクチャに対応す
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る付加的なフィルムグレイン補足情報を供給するフィルムグレインモデリング装置を有し
、
　前記インター符号化ピクチャは、表示順序に基づいて選択される装置。
【請求項１４】
　前記インター符号化ピクチャの表示順序は、ピクチャ・オーダー・カウント（ＰＯＣ）
値に基づいて決定される、請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＰＯＣ値は、最小ＰＯＣ値である、請求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　前記フィルムグレイン補足情報及び前記付加的なフィルムグレイン補足情報は、フィル
ムグレイン補足拡張情報（ＳＥＩ）メッセージに含まれる、請求項１４記載の装置。
【請求項１７】
　前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセージのみが、最小ＰＯＣ
値を有する特定のインター符号化ピクチャに対応する、請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　前記特定のインター符号化ピクチャに対応する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージ
の唯一のＳＥＩメッセージのみが、デコード順に前記特定のインター符号化ピクチャに先
行するイントラ符号化ピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと同一である、請求
項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、ビットアキュレートである、請求項１３
記載の装置。
【請求項２０】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、使用される再生モードに関係なくビット
アキュレートである、請求項１３記載の装置。
【請求項２１】
　前記使用される再生モードは通常モードである、請求項２０記載の装置。
【請求項２２】
　前記使用される再生モードはトリックモードである、請求項２０記載の装置。
【請求項２３】
　前記順序づけされたシーケンスは前記表示順序である、請求項１３記載の装置。
【請求項２４】
　再生モードに関係なく一貫性のあるフィルムグレインシミュレーションを提供するよう
表示順にフィルムグレインをシミュレーションするビットアキュレート装置であって、
　Ｉ、Ｐ及びＢピクチャに先行してフィルムグレインＳＥＩメッセージを送信するフィル
ムグレインモデリング装置を有し、
　唯一のフィルムグレインＳＥＩメッセージのみが、前記Ｉ、Ｐ及びＢピクチャの特定の
１つに先行し、
　Ｂピクチャに先行する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセー
ジのみが、デコード順に前記Ｂピクチャに先行するＩピクチャ又はＰピクチャのフィルム
グレインＳＥＩメッセージと同一である、装置。
【請求項２５】
　順序づけされたシーケンスでフィルムグレインをシミュレーションする装置であって、
　複数のイントラ符号化ピクチャに対応するフィルムグレイン補足情報を供給する手段と
、
　デコード順に、連続したイントラ符号化ピクチャの間のインター符号化ピクチャに対応
する付加的なフィルムグレイン補足情報を供給する手段とを有し、
　前記インター符号化ピクチャは、表示順序に基づいて選択される装置。
【請求項２６】
　前記インター符号化ピクチャの表示順序は、ピクチャ・オーダー・カウント（ＰＯＣ）
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値に基づいて決定される、請求項２５記載の装置。
【請求項２７】
　前記ＰＯＣ値は、最小ＰＯＣ値である、請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　前記フィルムグレイン補足情報及び前記付加的なフィルムグレイン補足情報は、フィル
ムグレイン補足拡張情報（ＳＥＩ）メッセージに含まれる、請求項２５記載の装置。
【請求項２９】
　前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセージのみが、最小ＰＯＣ
値を有する特定のインター符号化ピクチャに対応する、請求項２８記載の装置。
【請求項３０】
　前記特定のインター符号化ピクチャに対応する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージ
の唯一のＳＥＩメッセージのみが、デコード順に前記特定のインター符号化ピクチャに先
行するイントラ符号化ピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと同一である、請求
項２９記載の装置。
【請求項３１】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、ビットアキュレートである、請求項２５
記載の装置。
【請求項３２】
　前記フィルムグレインのシミュレーションは、使用される再生モードに関係なくビット
アキュレートである、請求項２５記載の装置。
【請求項３３】
　前記使用される再生モードは通常モードである、請求項３２記載の装置。
【請求項３４】
　前記使用される再生モードはトリックモードである、請求項３２記載の装置。
【請求項３５】
　前記順序づけされたシーケンスは前記表示順序である、請求項２５記載の装置。
【請求項３６】
　再生モードに関係なく一貫性のあるフィルムグレインシミュレーションを提供するよう
表示順にフィルムグレインをシミュレーションするビットアキュレート装置であって、
　Ｉ、Ｐ及びＢピクチャに先行してフィルムグレインＳＥＩメッセージを送信する手段を
有し、
　唯一のフィルムグレインＳＥＩメッセージのみが、前記Ｉ、Ｐ及びＢピクチャの特定の
１つに先行し、
　Ｂピクチャに先行する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの唯一のＳＥＩメッセー
ジのみが、デコード順に前記Ｂピクチャに先行するＩピクチャ又はＰピクチャのフィルム
グレインＳＥＩメッセージと同一である、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、ビデオエンコーダ及びビデオデコーダに関し、更に具体的には、映
像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルムグレイン補足
拡張情報（ＳＥＩ）メッセージ挿入に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィルムグレイン・マネージメント（ＦＧＭ、またフィルムグレイン・テクノロジ、即
ちＦＧＴとも呼ばれる。）は、ビデオデコーダによる使用のために並列な情報として伝達
されるべきパラメータモデルによって、動画フィルムにおけるグレインの符号化を可能に
する新しいツールとして提供されてきた。ＦＧＭに対応するために、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ
．　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ　１４４９６－１０｜ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ｜Ｊｏｉｎ
ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）規格（以降、「Ｈ．２６４規格」と称する。）に対
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する高忠実度化規格（ＦＲＥｘｔ）訂正は、フィルムグレイン補足拡張情報（ＳＥＩ）メ
ッセージを定義している。ＳＥＩメッセージは、サイズ及び強さなどの特性に関するフィ
ルムグレイン特性を記述し、ビデオデコーダがデコードされたピクチャに対してフィルム
グレインをシミュレーションすることを可能にする。Ｈ．２６４規格は、どのパラメータ
がフィルムグレイン特性ＳＥＩメッセージに存在するかと、如何にパラメータを解釈すべ
きかと、ＳＥＩメッセージを２進数形式で符号化するためのシンタックスとを規定する。
しかし、Ｈ．２６４規格は、ビデオデコーダによってフィルムグレインＳＥＩメッセージ
の受信時にフィルムグレインをシミュレーションするための厳密な手順を規定していない
。明らかなように、ＦＧＭは、デコード処理に影響を及ぼさない、エンコーダから送信さ
れた並列な情報を利用するので、如何なる他の映像符号化方法とも共に使用されうる。
【０００３】
　ＦＧＭにおいて、エンコーダは映像シーケンスのフィルムグレインをモデリングし、デ
コーダは受信情報に従ってフィルムグレインをシミュレーションする。エンコーダは、フ
ィルムグレインを保持することが困難である場合に、圧縮映像の品質を高めるためにＦＧ
Ｍを使用することができる。更に、エンコーダは、ビットレートを低減するために、符号
化の前にグレインを除去又は減衰する選択肢を有する。
【０００４】
　フィルムグレインシミュレーションは、元のフィルムコンテンツの様子をシミュレーシ
ョンするフィルムグレインサンプルを合成することを目的とする。全体にエンコーダで実
行されるフィルムグレインのモデリングとは異なり、フィルムグレインシミュレーション
はデコーダで実行される。フィルムグレインシミュレーションは、ビデオストリームのデ
コード後、表示の前に実行される。フィルムグレインを加えられた画像は、デコード処理
中には決して使用されない。後処理方法の場合、表示処理のためのデコードされた画像に
おけるシミュレーションされたフィルムグレインの合成は、Ｈ．２６４規格に規定されて
いない。フィルムグレインシミュレーション処理は、前述のＨ．２６４規格のＦＲＥｘｔ
訂正によって規定されるようなフィルムグレインＳＥＩメッセージにおいて送信されたフ
ィルムグレイン補足情報のデコードを含む。
【０００５】
　フィルムグレインシミュレーションに対する前述された従来技術のアプローチでは、ひ
と組の仕様が、通常再生中にビットアキュレート・フィルムグレインシミュレーションを
可能にするよう開示された。トリックモード再生（例えば、早送り、巻き戻し、チャプタ
ーへのジャンプなど）を伴うビット精度をサポートするために、この第１の従来技術のア
プローチへの追加物（以降、この追加物は、第２の従来技術のアプローチと称される。）
が開発された。フィルムグレインシミュレーションに対する第２の従来技術のアプローチ
では、ビット精度は、Ｉフレームにのみ先行するフィルムグレインＳＥＩメッセージを送
信して、その送信されたフィルムグレインＳＥＩメッセージをデコード順に適用すること
によって達成された。第２の従来技術のアプローチは、フィルムグレインＳＥＩメッセー
ジの送信によるビデオビットストリームの最小オーバーヘッドで、トリックモード再生は
もちろん、通常再生における全てのフレームに関して、一貫性のあるフィルムグレインシ
ミュレーションを確実にする。しかし、Ｈ．２６４規格は、ＳＥＩメッセージが（第２の
従来技術のアプローチで定められるようなデコード順序に対して）表示順序で適用される
べきことを規定するので、第２の従来技術のアプローチで提案される解決法は、Ｈ．２６
４規格に従わない。この事実は、認知されるビジュアル品質には影響を及ぼさないが、そ
れは、Ｈ．２６４規格への適合性が必要とされる場合に、第２の従来技術のアプローチで
開示される仕様の展開を妨げることがある。
【０００６】
　図１を参照すると、通常再生におけるフィルムグレインシミュレーションが、全体とし
て参照番号１００によって示される。特に、図１は、第２の従来技術のアプローチに従う
デコード順序１１０でのフィルムグレインシミュレーションと、Ｈ．２６４規格に従う表
示順序１２０でのフィルムグレインシミュレーションとの間の相違を示す。本例では、フ
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ィルムグレインＳＥＩメッセージは、夫々のＩピクチャに先行して送信される。太字体は
、フィルムグレインＳＥＩメッセージが挿入されたピクチャを表す。図１で、デコード順
に、ピクチャＩ２とともに送られたフィルムグレインＳＥＩメッセージは、ピクチャＢ１
０が到達される（含まれる）まで、全ての後続のピクチャで使用される。ピクチャの上の
行（デコード順）又は下の行（表示順）は、ピクチャとともに使用されるフィルムグレイ
ンパラメータ（ＦＧｎ）を表しており、例えば、図１で、表示順に、フィルムグレインパ
ラメータＦＧ１は、第１のＩ２ピクチャから、第２のＢ１ピクチャが到達される（含まれ
る）まで、使用される。ＳＥＩメッセージが、第２の従来技術のアプローチで定められる
ように、デコード順にＩピクチャに続く全てのフレームへ適用されるとするならば、Ｉ２
で送信されるフィルムグレインＳＥＩメッセージは、フレームＢ０及びＢ１へ適用されう
る。しかし、ＳＥＩメッセージが、Ｈ．２６４規格で定められるように、表示順にＩピク
チャに続く全てのフレームへ適用されるとするならば、フレームＢ０及びＢ１は、以前の
ＩピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージによって影響を及ぼされうる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、ビットアキュレート方式で且つＨ．２６４規格に従って映像システムにおいて
フィルムグレインＳＥＩメッセージを挿入するための方法を有することが望ましく、また
非常に有利である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　従来技術の上記及び他の欠点及び不都合は、本発明によって解消される。本発明は、映
像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルムグレイン特性
補足拡張情報（ＳＥＩ）メッセージの挿入を対象とする。
【０００９】
　本発明の態様に従って、順序づけされたシーケンスでフィルムグレインをシミュレーシ
ョンする方法が提供される。当該方法は、複数のイントラ符号化ピクチャに対応するフィ
ルムグレイン補足情報を供給するステップと、デコード順に、連続したイントラ符号化ピ
クチャの間のインター符号化ピクチャに対応する付加的なフィルムグレイン補足情報を供
給するステップとを有する。前記インター符号化ピクチャは、表示順序に基づいて選択さ
れる。
【００１０】
　本発明の他の態様に従って、再生モードに関係なく一貫性のあるフィルムグレインシミ
ュレーションを提供するよう表示順にフィルムグレインをシミュレーションするビットア
キュレート方法が提供される。当該方法は、Ｉ、Ｐ及びＢピクチャに先行してフィルムグ
レインＳＥＩメッセージを送信するステップを有する。唯一のフィルムグレインＳＥＩメ
ッセージのみが、前記Ｉ、Ｐ及びＢピクチャの特定の１つに先行する。更に、Ｂピクチャ
に先行する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの前記唯一のＳＥＩメッセージのみが
、デコード順に前記Ｂピクチャに先行するＩピクチャ又はＰピクチャのフィルムグレイン
ＳＥＩメッセージと同一である。
【００１１】
　本発明の更なる他の態様に従って、順序づけされたシーケンスでフィルムグレインをシ
ミュレーションする装置が提供される。当該装置は、複数のイントラ符号化ピクチャに対
応するフィルムグレイン補足情報を供給し、更に、デコード順に、連続したイントラ符号
化ピクチャの間のインター符号化ピクチャに対応する付加的なフィルムグレイン補足情報
を供給するフィルムグレインモデリング装置を有する。前記インター符号化ピクチャは、
表示順序に基づいて選択される。
【００１２】
　本発明のまた更なる他の態様に従って、再生モードに関係なく一貫性のあるフィルムグ
レインシミュレーションを提供するよう表示順にフィルムグレインをシミュレーションす
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るビットアキュレート装置が提供される。当該装置は、Ｉ、Ｐ及びＢピクチャに先行して
フィルムグレインＳＥＩメッセージを送信するフィルムグレインモデリング装置を有する
。唯一のフィルムグレインＳＥＩメッセージのみが、前記Ｉ、Ｐ及びＢピクチャの特定の
１つに先行する。更に、Ｂピクチャに先行する前記フィルムグレインＳＥＩメッセージの
前記唯一のＳＥＩメッセージのみが、デコード順に前記Ｂピクチャに先行するＩピクチャ
又はＰピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと同一である。
【００１３】
　本発明のこれら及び他の態様、特徴及び利点は、添付の図面に関連して読まれるべき実
施例の以下の詳細な記載から明らかとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明は、以下の例となる図面に関連して、より良く理解されうる。
【００１５】
　本発明は、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィル
ムグレインＳＥＩメッセージ挿入を対象とする。
【００１６】
　有利に、本発明は、Ｈ．２６４規格に従う、通常再生及びトリックモード再生の間のフ
ィルムグレインシミュレーション処理のビットアキュレート実施を可能にする。本発明の
１つの実施例に従って、フィルムグレインＳＥＩメッセージは、従来技術のように、Ｉピ
クチャにのみ先行して送信されるのではなく、最小ピクチャ・オーダー・カウント（ＰＯ
Ｃ）値を有するＰ又はＢピクチャに先行して、デコード順に、２つの連続するＩピクチャ
の間にも送信されるべきである。本発明に従う他の発明性のある仕様も本明細書中で提供
される。当然のことながら、本明細書で提示される本発明の説明を鑑みて、本発明は、帯
域内又は帯域外のいずれか一方で、所定のフィルムグレインパラメータの組を伝達する能
力を有する如何なる他の映像符号化規格とともに利用されても良い。
【００１７】
　本明細書は、本発明の原理を説明する。従って、明らかなように、当業者は、たとえ明
細書中に明示的に示されていないとしても、本発明の原理を具現化する配置であって、そ
の精神及び適用範囲に含まれる様々な配置を考え出すことができるであろう。
【００１８】
　本明細書中に挙げられている全ての例及び条件付きの用語は、教育上の目的のために、
本発明者によって与えられた本発明の原理及び概念を理解した読者が当該技術を発展させ
る助けとなるよう意図され、更に、このような具体的に挙げられた例及び条件に限定され
ない範囲にあると解釈されるべきである。
【００１９】
　更に、本発明の原理、態様、及び実施例、並びにそれらの特定の例を列挙する本明細書
中の全ての記述は、それらの構造上及び機能上の均等物を包含するよう意図される。更に
、これらの均等物は、現在知られる均等物と、将来開発される均等物、即ち、構造に関わ
らず、同一の機能を実行するいずれかの開発された要素とを含むことが意図される。
【００２０】
　従って、例えば、当業者には明らかであるように、本願で表されるブロック図は、本発
明の原理を具現化する実例となる回路の概念図を表す。同様に、明らかなように、如何な
るフローチャート、フロー図、状態遷移図、擬似コードなどは、コンピュータ又はプロセ
ッサが明示的に示されるか否かに関わらず、コンピュータ読み出し可能な媒体に実質的に
表され、そのようなコンピュータ又はプロセッサによって実行されうる様々な処理を表す
。
【００２１】
　図示される様々な要素の機能は、専用ハードウェア及び、適切なソフトウェアと関連し
てソフトウェアを実行することができるハードウェアの使用により提供されても良い。プ
ロセッサによって提供される場合に、機能は、単一の専用プロセッサによって、単一の共



(8) JP 2008-521285 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

有プロセッサによって、又は、幾つかは共有される複数の個別プロセッサによって提供さ
れても良い。更に、語「プロセッサ（処理装置）」又は「コントローラ（制御装置）」の
明示的な使用は、ソフトウェアを実行することができるハードウェアについてのみ言及す
るよう解釈されるべきではなく、制限なく、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）ハードウ
ェア、ソフトウェアを格納するための読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）及び不揮発性記憶装置を暗に含みうる。
【００２２】
　市販及び／又はカスタムの他のハードウェアが、また、含まれても良い。同様に、図示
されるいずれのスイッチも概念に過ぎない。それらの機能は、プログラムロジックの動作
により、専用ロジックにより、プログラム制御及び専用ロジックの相互作用により、又は
手動により実行されても良い。特定の技術は、文脈からより詳細に理解されるように、実
装者によって選択可能である。
【００２３】
　本願の特許請求の範囲で、特定の機能を実行するための手段として表されるいずれの要
素も、例えば、ａ）その機能を実行する回路素子の組合せ、又は、ｂ）ファームウェア、
ミクロコードなど如何なる種類のものであれ含み、その機能を実行するために当該ソフト
ウェアを実行するための適切な回路と組み合わされたソフトウェアを含め、その機能を実
行するいかなる方法も包含するよう意図される。このような特許請求の範囲によって定め
られる発明は、様々な列挙された手段によって提供される機能が、特許請求の範囲が要求
する方法で組み合わされて寄せ集められるという事実に属する。従って、これらの機能を
提供可能な如何なる手段も、本明細書中に示される手段と等価であると見なされる。
【００２４】
　図２を参照すると、本発明が適用されうるフィルムグレイン・マネージメント（ＦＧＭ
）処理回路が、全体として参照番号２００によって示される。ＦＧＭ処理回路は、送信器
２１０及び受信器２５０を有する。送信器は、フィルムグレイン除去器２１２と、ビデオ
エンコーダ２１４と、フィルムグレインモデリング装置２１６とを有する。受信器は、ビ
デオデコーダ２５２と、フィルムグレインシミュレータ２５４と、結合器２５６とを有す
る。
【００２５】
　送信器２１０への入力は、フィルムグレイン除去器２１２の入力部及びフィルムグレイ
ンモデリング装置２１６の第１の入力部に通信で接続される。フィルムグレイン除去器２
１２の出力部は、ビデオエンコーダ２１４の入力部及びフィルムグレインモデリング装置
２１６の第２の入力部に通信で接続される。ビデオエンコーダ２１４の出力部は、送信器
２１０の第１の出力部として利用される。フィルムグレインモデリング装置２１６の出力
部は、送信器２１０の第２の出力部として利用される。送信器２１０の第１の出力部は、
受信器２５０の第１の入力部に通信で接続される。送信器２１０の第２の出力部は、受信
器２５０の第２の入力部に通信で接続される。受信器２５０の第１の入力部は、ビデオデ
コーダ２５２の入力部に通信で接続される。受信器２５０の第２の入力部は、フィルムグ
レインシミュレータ２５４の第１の入力部に通信で接続される。ビデオデコーダ２５２の
第１の出力部は、フィルムグレインシミュレータ２５４の第２の入力部に通信で接続され
る。ビデオデコーダ２５２の第２の出力部は、結合器２５６の第１の入力部に通信で接続
される。フィルムグレインシミュレータ２５４の出力部は、結合器２５６の第２の入力部
に通信で接続される。結合器２５６の出力部は、受信器２５０の出力部として利用される
。
【００２６】
　ここで、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルム
グレインＳＥＩメッセージ挿入に関連する本発明の原理に従う第１の実施例に関する記載
が、図３に対して与えられる。図３の方法は、ビット精度及びＨ．２６４規格の順守の両
方を提供する付加的な仕様により、ＳＥＩメッセージ挿入に関する第１及び第２の従来技
術のアプローチについての上記仕様を拡張する。
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【００２７】
　図３を参照すると、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのため
のフィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入方法が、全体として参照番号３００によって
示される。当該方法は、機能ブロック３０５へ制御を渡す開始ブロック３０２を有する。
機能ブロック３０５は、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＩピクチャに先行して送信
されるべきであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＩ
ピクチャに先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック３１０へ渡す。機能ブロック
３１０は、フィルムグレインＳＥＩメッセージが、また、最小ＰＯＣ値を有するＰ又はＢ
ピクチャに先行して、デコード順に、２つの連続したＩピクチャの間にも送信されるべき
であると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＰ又はＢピク
チャに先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック３１５へ渡す。機能ブロック３１
５は、Ｐ又はＢピクチャに先行するフィルムグレインＳＥＩメッセージが、デコード順に
、そのＰ又はＢピクチャに先行する最も近いＩピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセ
ージと同一となるべきであると定めて、制御を終了ブロック３２０へ渡す。
【００２８】
　図３に関連して示される仕様に従って、フィルムグレインシミュレーションは、表示順
序及びデコード順序の両方でビット精度により実行可能である。更に、ビット精度は、ま
た、通常再生とトリックモード再生との間でも達成される。
【００２９】
　図４を参照すると、図３の方法に従う通常再生におけるフィルムグレインシミュレーシ
ョンの一例が、全体として参照番号４００によって示される。特に、図４は、デコード順
序４１０及び表示順序４２０で、いずれも本発明の原理に従って、通常再生における両フ
ィルムグレインシミュレーションの間の相違を示す。図３の方法３００に従って、フィル
ムグレインＳＥＩは、（最初にデコード順で）Ｉ２ピクチャに先行して、更に（最初に表
示順で）Ｂ０ピクチャに先行して挿入される。留意すべきは、Ｂ０及びＢ１が、フィルム
グレインシミュレーションの順序に関わらず同一のフィルムグレイン特性を有する点であ
る。
【００３０】
　明らかなように、図３の方法３００は、デコード順序及び表示順序における両フィルム
グレインシミュレーションの間のビット精度を確保して、ハードウェア／ソフトウェア設
計者へ実施選択を提供する。図３の方法３００によって得られる結果は、Ｈ．２６４規格
に従う。これは、フィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入によって、符号化映像ストリ
ームにおける最小オーバーヘッドを満足させる。更に、明らかなように、図３の方法３０
０は、通常再生とトリックモード再生との間のビット精度を確保する。
【００３１】
　図５を参照すると、図３の方法３００に従うトリックモード再生におけるフィルムグレ
インシミュレーションの一例が、全体として参照番号５００によって示される。特に、図
５は、デコード順序５１０及び表示順序５２０で、いずれも本発明の原理に従って、トリ
ックモード再生における両フィルムグレインシミュレーションの間の相違を示す。更に、
例５００は、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＢ０ピクチャに先行して挿入されたと
するビット精度により達成されるトリックモード再生におけるＢ０へのジャンプに関する
。
【００３２】
　ここで、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルム
グレインＳＥＩメッセージ挿入に関連する本発明の原理に従う第２の実施例に関する記載
が、図７に対して与えられる。
【００３３】
　図７を参照すると、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのため
のフィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入方法が、全体として参照番号７００によって
示される。図７の方法７００は、後続の全てのＰピクチャ及び全てのＢピクチャと、２つ
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の連続するＩピクチャの間のＩ又はＰピクチャとにおいて同一のフィルムグレインＳＥＩ
の挿入を強要することによって、図３の方法３００から得られる。
【００３４】
　方法７００は、機能ブロック７０５へ制御を渡す開始ブロック７０２を有する。機能ブ
ロック７０５は、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＩピクチャに先行して送信される
べきであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＩピクチ
ャに先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック７１０へ渡す。機能ブロック７１０
は、フィルムグレインＳＥＩメッセージが、また、特定のＰ又はＢピクチャに続く全ての
Ｐピクチャ又は全てのＢピクチャに先行して、デコード順に、２つの連続したＩピクチャ
の間にも送信されるべきであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージ
しか特定のＰ又はＢピクチャに先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック７１５へ
渡す。機能ブロック７１５は、Ｐ又はＢピクチャに先行するフィルムグレインＳＥＩメッ
セージが、デコード順に、そのＰ又はＢピクチャに先行する最も近いＩピクチャのフィル
ムグレインＳＥＩメッセージと同一となるべきであると定めて、制御を終了ブロック７２
０へ渡す。
【００３５】
　明らかなように、図７の方法７００は、ビットストリームにおけるフィルムグレインＳ
ＥＩメッセージの存在によってオーバーヘッドを増大させる。しかし、それは、図６で表
される例６００のように、トリックモード再生に関して表示順でのＳＥＩメッセージへの
アクセスを容易にする。図６を参照すると、図７の方法７００に従う２倍速早送りトリッ
クモード再生におけるフィルムグレインシミュレーションの一例が、全体として参照番号
６００によって示される。特に、図６は、デコード順序６１０及び表示順序６２０で、い
ずれも本発明の原理に従って、２倍速早送りトリックモード再生における両フィルムグレ
インシミュレーションの間の相違を示す。図６の例６００では、デコーダは、Ｂ０におけ
るフィルムグレインＳＥＩメッセージをデコードしない。しかし、第２の従来技術のアプ
ローチでＩ２及びＢ０におけるＳＥＩメッセージが同じにされるので、Ｉ２ピクチャに先
行して送信されたフィルムグレインＳＥＩメッセージがＢ１に適用されると推定すること
は正しい。
【００３６】
　ここで、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルム
グレインＳＥＩメッセージ挿入に関連する本発明の原理に従う第３の実施例に関する記載
が、図８に対して与えられる。２つの連続するＩピクチャの間でのフィルムグレインの変
化を許容するために、図８の方法は、以下のように、図３の方法３００の仕様の組を拡張
する。
【００３７】
　図８を参照すると、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのため
のフィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入方法が、全体として参照番号８００によって
示される。明らかなように、図８の方法８００は、図３の方法３００の機能ブロックを含
む。
【００３８】
　当該方法は、機能ブロック３０５へ制御を渡す開始ブロック８０２を有する。機能ブロ
ック３０５は、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＩピクチャに先行して送信されるべ
きであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＩピクチャ
に先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック３１０へ渡す。機能ブロック３１０は
、フィルムグレインＳＥＩメッセージが、また、最小ＰＯＣ値を有するＰ又はＢピクチャ
に先行して、デコード順に、２つの連続したＩピクチャの間にも送信されるべきであると
定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＰ又はＢピクチャに先
行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック３１５へ渡す。機能ブロック３１５は、Ｐ
又はＢピクチャに先行するフィルムグレインＳＥＩメッセージが、デコード順に、そのＰ
又はＢピクチャに先行する最も近いＩピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと同
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一となるべきであると定めて、制御を機能ブロック８２０へ渡す。機能ブロック８２０は
、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＰピクチャに先行して送信されるべきであると定
めて、制御を機能ブロック８２５へ渡す。
【００３９】
　機能ブロック８２５は、フィルムグレインＳＥＩメッセージが、また、最小ＰＯＣ値を
有するＢピクチャに先行して、デコード順に、２つの連続したＰピクチャの間にも送信さ
れるべきであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージしか特定のＢピ
クチャに先行すべきでないと定めて、制御を終了ブロック８３０へ渡す。
【００４０】
　図８の方法８００の仕様に従って、フィルムグレインシミュレーションは、表示順序及
びデコード順序の両方でビット精度により実行可能である。更に、ビット精度は、また、
通常再生とトリックモード再生との間でも達成される。
【００４１】
　ここで、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのためのフィルム
グレインＳＥＩメッセージ挿入に関連する本発明の原理に従う第４の実施例に関する記載
が、図１０に対して与えられる。
【００４２】
　図１０を参照すると、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーションのた
めのフィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入方法が、全体として参照番号１０００によ
って示される。図１０の方法１０００は、全てのＢピクチャにおいてフィルムグレインＳ
ＥＩの挿入を強要することによって、図８の方法８００から得られる。
【００４３】
　方法１０００は、機能ブロック１００５へ制御を渡す開始ブロック１００２を有する。
機能ブロック１００５は、フィルムグレインＳＥＩメッセージがＩ、Ｐ及びＢピクチャに
先行して送信されるべきであると定め、更に、１つのフィルムグレインＳＥＩメッセージ
しか特定のピクチャに先行すべきでないと定めて、制御を機能ブロック１０１０へ渡す。
【００４４】
　機能ブロック１０１０は、Ｂピクチャに先行するフィルムグレインＳＥＩメッセージが
、デコード順に、その先行するＩ又はＰピクチャのフィルムグレインＳＥＩメッセージと
同一となるべきであると定めて、制御を終了ブロック１０１５へ渡す。
【００４５】
　図９を参照すると、図１０の方法１０００に従う通常再生の一例が、全体として参照番
号９００によって示される。特に、図９は、デコード順序９１０及び表示順序９２０で、
いずれも本発明の原理に従って、通常再生における両フィルムグレインシミュレーション
の間の相違を示す。
【００４６】
　本発明のこれら及び他の特徴並びに利点は、本明細書中の説明に基づいて当業者によっ
て容易に確認されうる。当然のことながら、本発明の説明は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、特殊用途プロセッサ、又はそれらの組合せの様々な形で実施可能で
ある。
【００４７】
　最も望ましくは、本発明の説明は、ハードウェア及びソフトウェアの組合せとして実施
される。更に、望ましくは、ソフトウェアは、プログラム記憶ユニットで明白に具現化さ
れるアプリケーションプログラムとして実施される。アプリケーションプログラムは、い
ずれかの適切なアーキテクチャを有する機械へアップロードされて、その機械によって実
行されても良い。望ましくは、機械は、例えば、１又はそれ以上の中央演算処理ユニット
（ＣＰＵ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、及び入出力（Ｉ／Ｏ）インターフェー
スなどのハードウェアを有するコンピュータプラットフォームで実施される。コンピュー
タプラットフォームは、また、オペレーティングシステム及びマイクロインストラクショ
ンコードを有しても良い。本明細書中に記載される様々な処理及び機能は、マイクロイン
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、又はそれらのいずれかの組合せであっても良く、それらはＣＰＵによって実行されても
良い。更に、様々な他の周辺ユニットが、例えば、更なるデータ記憶装置及び印刷ユニッ
トなどのコンピュータプラットフォームへ接続されても良い。
【００４８】
　更に、当然のことながら、添付の図面に表される構成要素であるシステム部品及び方法
の幾つかは、望ましくは、ソフトウェアで実施されるので、システム部品又は処理機能ブ
ロックの間の実際の接続は、本発明がプログラミングされるところの方法に依存して異な
ることがある。本明細書中の技術によれば、当業者は、本発明のこれら及び類似する実施
又は構成を考え付くことができる。
【００４９】
　実施例が添付の図面を参照して本明細書で記載されてきたが、当然のことながら、本発
明は、それらの厳密な実施例に限定されず、様々な変更及び変形が、本発明の適用範囲又
は精神を逸脱しない範囲で当業者によって行われうる。全てのこのような変更及び変形は
、添付の特許請求の範囲に挙げられる本発明の適用範囲内に含まれるよう意図される。
【００５０】
　［関連出願の相互参照］
　本願は、２００４年１１月１６日に出願された米国公開出願整理番号６０／６２８，４
７７号の利益を請求する。この出願は、「ＦＩＬＭ　ＧＲＡＩＮ　ＳＥＩ　ＭＥＳＳＡＧ
Ｅ　ＩＮＳＥＲＴＩＯＮ　ＦＯＲ　ＢＩＴ－ＡＣＣＵＲＡＴＥ　ＳＩＭＵＬＡＴＩＯＮ　
ＩＮ　Ａ　ＶＩＤＥＯ　ＳＹＳＴＥＭ（映像システムにおけるビットアキュレートシミュ
レーションのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージ挿入）」と題され、その全体を本
願において参照することによって援用される。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】従来技術に従う、通常再生におけるフィルムグレインシミュレーションを表す図
である。
【図２】本発明が適用されうるところのフィルムグレイン・マネージメント（ＦＧＭ）処
理回路を表すブロック図である。
【図３】本発明の原理に従う、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーショ
ンのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージの挿入方法を表すフロー図である。
【図４】本発明の原理に従う、通常再生におけるフィルムグレインシミュレーションの一
例を表す図である。
【図５】本発明の原理に従う、トリックモード再生におけるフィルムグレインシミュレー
ションの一例を表す図である。
【図６】本発明の原理に従う、２倍速早送りトリックモード再生におけるフィルムグレイ
ンシミュレーションの一例を表す図である。
【図７】本発明の原理に従う、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーショ
ンのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージの他の挿入方法を表すフロー図である。
【図８】本発明の原理に従う、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーショ
ンのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージの更なる他の挿入方法を表すフロー図であ
る。
【図９】本発明の原理に従う、通常再生におけるフィルムグレインシミュレーションの一
例を表す図である。
【図１０】本発明の原理に従う、映像システムにおけるビットアキュレートシミュレーシ
ョンのためのフィルムグレインＳＥＩメッセージの更なる他の挿入方法を表すフロー図で
ある。
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【国際調査報告】
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